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1.はじめに

　近年、シールド工事のコスト削減のため、セグメント組立ての急速施

工及び二次覆工省略等への対応が要求されている。このような背景から、

(財)下水道新技術推進機構と大成建設(株)、石川島建材工業(株)、(株)ケ

ー・エフ・シーは、ボルト締結が不要でセグメント組立時間の短縮が期

待できる鋼管挿入式継手を開発した。本報告では、鋼管挿入式継手を用

いたセグメントの製作性の検討と継手の性能確認試験を行った結果を報

告する。

2.鋼管挿入式継手の構造

　鋼管挿入式継手は、シールド覆工の高速化・省力化を目的とした、リ

ング継手用のワンタッチ継手である。図－1 に鋼管挿入式継手を用いた

セグメントの概要図、図－2 に継手の締結概要図を示す。セグメントに

設置された雄金物をアネクター、雌金物をコンダクターと呼び、コンダ

クターの内径（44mm）より 1mm 大きい外径のアネクターをシールド

ジャッキの推力によりコンダクターへ挿入することで締結する。

　従来のボルト継手に対する鋼管挿入式継手を用いたセグメント

の特徴を以下に示す。

①リング間にボルトボックスが無く、かつ位置決めが簡単なため、

施工性に優れる。

②リング間のボルト締結作業が不要なため、組立ての高速化、自動

化に適している。

③セグメント内面に露出金属が無いため、平滑性、防錆性に優れ、

二次覆工省略に有利である。

3.製作性の検討

　鋼管挿入式継手を用いたセグメントは、リング継手が突出している

ために、従来型セグメントと比較して製作工程をはじめとして、継手

の製作、設置精度により覆工品質が左右される。そこで、製作工程と

製作精度および外観について検討した。

1)製作工程

　リング間に鋼管挿入式継手を用いたセグメントと従来型セグメン

ト（ボルト継手）の製作工程を比較した（図－3 参照）。従来型と大

きく異なる点は、型枠の設置において継手の後に鉄筋かごが設置で

きる点と脱型においてボルト継手抜型の取り外しが無い点である。

図－1　セグメント概要図

図－2　鋼管挿入式継手の締結概要図
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スタート

・鉄筋かごのセット

・ボルト継手のセット（坑口側）

・ボルト継手抜型のセット（〃）

・ボルト継手のセット（切羽側）

・ボルト継手抜型のセット（〃）

・セグメント継手のセット

・アネクターのセット

・コンダクターのセット

・鉄筋かごのセット

・セグメント継手のセット

コ　ン　ク　リ　ー　ト　打　設

養　生

・ボルト継手型枠治具の取り外し

・型枠のスライド

・ボルト継手の清掃

・ボルト継手抜型の取り外し

・ボルトボックス付近の点検・清掃

・製品のバリ取り

・鋼管挿入式継手型枠治具の取

り外し

・型枠のスライド

・鋼管挿入式継手の点検・清掃

・製品のバリ取り

保　管　場　所　へ　の　移　動

セ　グ　メ　ン　ト　製　作　完　了

型　枠　へ　の　設　置

脱　　　　　　　　　　型

鋼管挿入式継手を

用いたセグメント
従来型セグメント

　　　内は内容が異なる作業

Key-words：セグメント、二次覆工省略、高速施工、リング継手

連絡先：〒100-0006　東京都千代田区有楽町 1-12-1　TEL03-5221-7265　FAX03-5221-7296

-50- 土木学会第56回年次学術講演会（平成13年10月）

VI-025



表－1に鋼管挿入式継手の製作における特徴を示す。

2)製作精度および外観

　鋼管挿入式継手の製作精度、設置精度

を検討し、必要な精度および外観が確保

されているか否かの確認を行った（表－

2 参照）。結果は実証施工予定の 100 リ

ングの内、任意抜き取り検査を行い、所要の許容値以内であった。

4.継手の性能確認試験

1)目的・概要

　鋼管挿入式継手の性能確認は、すで

に単体試験で確認済みであるが、今回

は実証施工で使用する実セグメントで

リング継手の性能を確認することを目

的とする。

2)試験方法

　単体試験と同様に挿入・引抜試験、

せん断試験を行いリング継手及びセグメント継手（コンクリート突合せ継手）の性能確認を行った。

3)結果

　挿入・引抜試験結果を図－4、5に、せん断試験結果を図－6に示す。また、結果は以下の通りである。

①挿入力は 230kN 時に供試体が接触状態となり、必要

挿入力 300kN 以下であることが確認された。

②引抜力は 166kN であり、所要引抜力 150ｋＮ以上の

耐力があることが確認された。

③せん断耐力は 111kN 以上であり、必要せん断耐力

108kN 以上の耐力があることが確認された。また、許

容せん断力作用時にひび割れの発生はなかった。

④リング載荷試験によるセグメント継手の荷重－変位曲

線は理論値の剛性と比較して、同等以上の剛性が確認された。

5.まとめ

　鋼管挿入式継手を用いたセグメントの製作性について検討し、設定した許容差で製作すれば問題無いこ

とを確認した。また、性能確認試験の結果、所要の性能を有しており、十分実用化のめどがたったと考え

られる。

図－4　挿入試験結果 図－5　引抜試験結果

図－6　せん断試験結果

表－1　鋼管挿入式継手の製作における特徴
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表－2　鋼管挿入式継手における許容差および外観

項目 長所 短所
鉄筋カゴ ①継手が単純な構造であるため、配筋の
の製作 　加工・組立が簡素化出来る。
型枠への ②型枠へのセット時間が短縮される。 ①アネクター、コンダクターの取り扱
設置 　いに留意する必要がある。
脱型 ③ボルトボックス付近の点検・清掃の作 ②アネクターの突出部に留意する必要

　業工程が省かれる。 　がある。
保管場所 ④防錆対策が不要である。 ③アネクターの突出部に留意する必要
への移動 　がある。
搬送車へ ④継手を利用して移動出来ない。
の移動

※ 測定項目 許容差 許容差の根拠
外径 45.3±0.3mm 強度試験結果及びｺﾝﾀﾞｸﾀｰとの取り合いによる
高さ 240±2mm 強度試験結果による
塗装膜厚 100μm以上 強度試験結果による
外観 ｷｽﾞ･色むら等が無いこと 所定の強度を確保するため
内径 44.0±0.3mm 強度試験結果及びｱﾈｸﾀｰとの取り合いによる
深さ 96+1.35－0mm 型枠取り付け精度及び取り付け用ｲﾝｻｰﾄの強度による
ﾒｯｷ厚さ 10μm以上 強度試験結果による
外観 ｷｽﾞ･色むら等が無いこと 所定の強度を確保するため

継手ﾋﾟｯﾁ ±1.0mm 日本下水道協会規格
突出長さ 106±1.0mm 強度試験結果及びｺﾝﾀﾞｸﾀｰとの取り合いによる
継手ﾋﾟｯﾁ ±1.0mm 日本下水道協会規格
深さ 107mm以上 強度試験結果及びｱﾈｸﾀｰとの取り合いによる

※：Ａはｱﾈｸﾀｰ、Ｃはｺﾝﾀﾞｸﾀｰに関する寸法精度。
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